
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　
◆
さ
お
か
夏
祭
り

【
日
時
】
８
月
10
日
（
土
）

17
時
～
21
時　

※

雨
天
決
行

【
場
所
】

佐
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
模
擬
店
・
お
菓
子
拾

い
・
お
つ
ま
み
拾
い
・
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
・
お
楽
し
み
抽
選

会
・
打
ち
上
げ
花
火
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

実
行
委
員
会
（
宗
石
）

☎
090
・
４
３
３
４
・
７
３
３
４

◆
Ｃ
Ｏ  

Ｃ
Ｏ　

　

電
気
削
減
コ
ン
テ
ス
ト

　

家
庭
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
 

排
出
量

の
大
幅
な
削
減
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

香
美
市
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
で
は
、
例
年
ど
お
り

今
年
も
コ
ツ
（
Ｃ
Ｏ　

）
・
コ
ツ

（
Ｃ
Ｏ　

）
電
気
削
減
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
 

排
出
量
の
削
減
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
方
法
】

　

月
間
電
気
使
用
量
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
今
年

の
７
月
～
９
月
の
う
ち
、
最
も

前
年
同
月
よ
り
使
用
量
が
減
っ

て
い
る
１
カ
月
間
の
検
針
票

（
コ
ピ
ー
可)

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

検
針
票
の
当
月
使
用
量
と
前
年
同

月
使
用
量
の
欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

台
紙
は
何
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

入
賞
賞
品
の
ほ
か
、
参
加
者
全

員
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

９
月
27
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

香
美
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
（
環
境
上
下
水
道
課

内
）

☎
53
・
１
０
６
３

　

53
・
３
０
５
１

　　

(山田高校マンガ部)

た
だ
い
ま

No.１４７

掲　

示　

板

ホ
ウ
・
タ
ン
シ
ュ
ア
ン(

侯　

璇)

中
国
／
山
西
省

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住所

③氏名④年齢⑤電話番号⑥誌面の感想を記入の

上、応募してください。応募は１人１通とさせ

ていただきます。

■応募締切　８月３０日（金）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ．龍河洞は、７月１９日に『●・龍河洞』と

　　してオープンしました。

Ｂ．６月１０日に時光石宮で、●の記念日に合

　　わせて神祭が行われました。

第 １ １ ２回　かみかみクイズクイズ　

応

募

方

法　

第 １ １ ２回　かみかみクイズ　

E

第１１０回当選者　山﨑雄三さん・依光美紗子さん

                      　　　　　　　　（応募総数３４通）

第１１１回の解答　A．デング　B．水分
　　　　　　　　

　　　　　　　　

解答は、今月号の誌面

にあるよ。

ケイタイからメールで応

募しよう。

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

龍河洞ペア優待券&

オリジナルクリアファイル

龍河洞保存会＆龍河洞みらい提供龍河洞保存会＆龍河洞みらい提供

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で３名様に贈呈！抽選で３名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で３名様に贈呈！

や
な
せ
た
か
し

Ｃ龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひコ
ち

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび

おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

一

▲

うである。清爪村の地頭名（地頭給与の土地）を清

爪村の『とらおう大夫』に永代宛を行うことを、

韮生地方代官山田定行からのお達し命令である。

とらおう大夫は、清爪名の名主と考えられるので、

村の自治は、これ以前に始まっていたと思われる。

　四至堺は『東はカヤカケ（日比原川）、オクノ

ミチ（韮生往還）。北はしろいたき（轟の滝）、く

ろいし（黒岩）、しりき谷（日比原上流の谷）。南

は大河（物部川）。西は栗木谷（栗ノ谷・フロノ

谷川口）」と、一部に呼称変更はあるものの、範

囲が分かる（ただし、韮生往還の正確な位置の把

握ができないため、現在の地図で四至堺を示すこ

とは難しい）。

　韮生代官は朴ノ木に置かれたと伝えられ、物部

川北岸は、南を受けて韮生往還も通じ、村の発達

が早かったと考えられ、鎌倉時代中期には、村が

形成されており、江戸時代初期、東野氏が清爪大

井を完成させ、現在の村の基礎が完成された。

（香美市文化財保護審議会・上村)

　蕨野にある消防署香北分署から北方に見える集

落が清爪である。鎌倉時代の正安二年（１３００

年）、『安藝文書』に清爪名（村）の四至堺（村の

範囲）が示されている。この時代に香美市内の村

で範囲が分かるのは、『清爪村』だけである。

　宛行御名之事　東ハかやかけおくのみち。南ハ

大河。西ハ栗木谷ひきちく■のうしろ■■りハし

おやまいぬたわおかきる。北ハしろいたきもちの

たうお、いしゝかきお、くろいしそう太郎かおつ

しお、しりきのたにへさかう。

　右件の御名者、地頭とのゝ一ゑんの御名也、し

かるお御公事のために、せいつめのとらわう大夫

の所へ、永代あておこなう物也。■御公事者、任

先例、無懈怠可勤仕也、仍下状如件

正安二年二月■日　　御代官定宗（花押）

※安藝文書の原本は、空襲で焼失しており、東京大学が書

写した文書が高知に知らされている。上記は、大意であり、

■の部分は不明である。

　鎌倉幕府成立後、山田郷（香美市の大部分）の地

頭職は山田大中臣氏で、楠目村に居住していたよ

第１４回  鎌倉時代の清爪４回  鎌倉時代の清爪

おおなかとみうじ

かいたい

せいづめ

清爪地区

２６Kami

２

２

２
２

２２

龍河洞ペア優待券&

オリジナルクリアファイル

龍河洞保存会＆龍河洞みらい提供

その

１４４

頭職は山田大中臣氏で、楠目村に居住していたよ 清爪地区

No

ウ
・
タ
ン
シ
ュ
ア
ン(

中

)

一

 

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
私
は
、
中
国
山
西
省
に

あ
る
太
原
理
工
大
学
か
ら
高
知

工
科
大
学
へ
来
た
留
学
生
で
す
。

私
は
高
知
工
科
大
学
に
来
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
香
美
市
に
来
て
最
初
に

思
っ
た
こ
と
は
、
み
ん
な
が
優

し
く
、
落
ち
着
い
て
い
て
、
寛

大
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は

こ
こ
半
月
の
間
こ
の
街
で
過
ご

し
、
だ
い
ぶ
生
活
に
も
慣
れ
て

き
ま
し
た
。

　

私
は
日
曜
日
の
市
場
に
買
い

物
に
行
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
た

く
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

と
て
も
親
切
で
全
て
が
素
晴
ら

し
い
で
す
。

　

高
知
工
科
大
学
の
図
書
館
の

外
に
は
池
が
あ
り
、
特
に
朝
は

景
色
が
よ
く
、
外
か
ら
入
っ
て

く
る
光
は
図
書
館
を
よ
り
静
か

に
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
図
書
館
は
勉
強

す
る
の
に
と
て
も
良
い
場
所
だ

と
思
い
ま
す
。
私
は
図
書
館
に

一
人
で
い
る
時
間
が
大
好
き
で

す
。

　

学
習
に
関
し
て
も
、
担
当
の

先
生
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
指
導

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
生
活
・
勉
強
は

と
て
も
快
適
で
、
あ
ら
ゆ
る
瞬

間
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
、
正
し
い
こ

と
を
し
て
、
最
善
を
尽
く
し
、

人
生
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。


